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課 題 名 下刈 方 法 に お け る保育 作 業 の省 力 化

課題区分 自 主
llll発

す硼 1間

昭和 54年度
昭和 59年度

担 当 長 崎 営 林 署

目

　

標

下刈回数を延長することにより,llll害 植生の除去と造林木の生長増大を促進 し,除伐作業等

の省力を図る。

結

果

1.ヒ ノキ林分 6生長期樹高 2.2''1か ら 11生長期 4.6779こ の間 2.4解 伸長した。下刈区 ,無

下刈区での樹高差は生 じていない。

2.無下メ」区は,広葉樹 との競合で樹高生長が促進されたが ,進林 木の下枝枯上りが激 しくな

った。

施

業

及

び

作

業

の

内

容

項 目 内  容 項 目 内  容 項 目 内  容

伐 採 の 方 法

樹 種

林 齢 年

胸 高 直 径 翻

樹 一局 ″

滋 当た り本 数 本

材 積 ゲ

下刈 0.5× 3ケ年 1.5J屹

開発経過と調査内容

1_試験地の概況

昭和 49年 2月 植栽ヒノキ 3,000本 /滋下刈 50～ 53年度の 4回実行済林分に設定。

2.設 定 方 法

技 術 開 発 課 題 完 了 報 告 書
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(1)下刈区 0.5花無下刈区 0.5滋 とした

(2)下刈区は54年度 (設定時)か ら56年度まで 3ケ年下刈を行った。

3.調   査

造林木の樹高 .直径 .枝張り及び広葉樹の本数,樹高について測定を行った。

4.調 査 結 果

男1紙試験経過記録のとおり

評価及び普及指導
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下刈方法における保育作業の省力化

1.は じ め に

現在の下刈基準は 5年 (又は 6年)程度であり,場所によっては,そ の後の植生との競合により

除伐期までの間,雑かん木のためかなりの生長阻害を受けているのが現状である。

今回,下刈年数を延期することによって,阻害植生が除去され,植栽木の生長促進と除伐作業
の

省略などの関係を判明させるためである。

2.試験地 の概 況

(1)場  所   長崎県西彼杵郡西彼町

白岳国有林 30そ 林小班

(2)地  況   標高 260η 方位 SE/傾 斜中土:1l B c― BD 0

(3)林   況   昭和 49年 2月 植栽ヒノキ 3,000本 /勿

下刈実行年次 50年 ～ 53年の 4回

設定時植生は,コ ジイ・アオモジ・アラカシ・ ヒサカキ・ススキ

3.試験 の方 法

(1)設定時期   昭和 54年 8月

(2)面  積   下刈区 0.5花 (0.25ん × 2プロット)

対照区 0.5為 (0.25′α× 2プロット)

(3)下刈期間   昭和 56年度まで下刈を実施

(4)調査事項   ア.各プロット50本を定めて,樹高 。1匈高径・枝張りを測定

イ.雑かん木の樹種別樹高を調査
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4.調査 の結果

表-1   造 林 木 の 調 査 表  (50本 の平均値)

れ侭
54年 ユ0月 5 7年 10月 59年 10月 生 長 量

樹高 直径 枝張 樹高 直径 枝張 樹高 直径 枝張 樹高 直径 枝張

1

下Xl」 区
″

2.4
翻

・
７ 'ノ

7

1.1

解
６

働

4_4

π

1.8

″

4.7
翻

・
０

″

2.1

笏
３
翻

・
３４

笏
０

対照区 3.4 4.4
０
０

2
下刈区 2.0 1.0

つ
０ 1.7 4.5 6.0 2.2 2.5 4.8

対照区 3.6 4.6
０
´ 1.8 2.4 3.6 0.7

平均
下刈区 4.3

Ｏ
Ｏ 4.6 2.2 2.4 4.6

対照区 1.4 4.5
（
υ

つ
０

ハ
υ

(1)樹高生長

54年 10月 (6生長lul)の設定時 2.2″ から59年 10月 (11生長期)4.6′ '2と なり2.4

物の伸長を示 している。

下刈有 11〔 の差は,ほ とんど生 じていないのは,対照区 (佃「下刈)では広葉樹 との競合により樹   ・

高生長促進があったと見 られる。

(2)胸高直径

下刈により直径生長が対照区と比較 して 35%増 加 している。

(3)枝張 り

無下刈の対照区は,広葉樹のllll圧で生育阻害を受けて,造林木の下枝枯上りが見 られる。

下刈区では,対照区の 57%増 の生長である。

(41 広葉樹について

表-2   広 葉 樹 の 調 査 表 (10″ 調査区内)

54年 10月 57年 1 0月 59年 10月

1

常 緑 木
本

51
1.6  Z
l.0-2.0

本
５
3.0  解

2.4～ 3.5

本
33

3.5  ″

2.2-4.6

落 葉 木
1.7

1.4-2.1
5

2.8

2.6～3.0
14

3.1

2.4-3.8

計
ハ
υ 47 3.4

2

常 緑 木
′
仕

1.8

1.1～2.8

3.2

2.8～ 3.5

5.2

2.8-5.6

落 葉 木
1.8

1.2-2.8

3.1

2.6～ 3.5
20

4.1

2.6-6.2

計 1.8 42 4.7
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ア.広葉樹の樹種

常緑かん木では,コ ツイ 'ア ラカシ・タブノキ・ヒサカキ・イスノキ・ク
ロキ・ヤマビワ等:

落葉かん木では,ア オモジ・アカメカシワ・ヤマハゼ・コナラ等。

イ.広葉樹の本数

対照区内成立本数はHa換算で 1区 47,000本 , 2区 42,000本 と非常に多く林内立入

りも困難状況である。

5.考  察

(1)下刈区は生育良好で林分がうつ閉し今後の除伐作業は省略出来る林分状態になっている。

対照区は雑かん木の被圧 (側圧)に よって,樹高のバラツキが大きく,下枝枯上りも進んでい

る。

(2)下刈区は 3年連続刈払いを行ったが,こ れは隔年 (1年 目 .3年目)の刈払いでも,十分であ

ったと思われる。林分のうつ閉が完了する直前で,阻害植生の樹高如何によって,除伐の要否が左

右されるから,下刈延期 (隔年実行)の方法は除伐省llbのために,特に有効な手段である。
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